
陳
甘
寧
辺
区
の
政
権
組
識
に
つ
い
て

宮

坂

宏

前
書
き
　
陳
甘
寧
（
o
o
訂
亭
国
き
2
一
轟
）
辺
区
は
、
陳
西
省
、
甘
粛
省
、
蜜
、
夏
省
の
三
省
の
各
々
一
部
に
ま
た
が
り
構
成
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
陳
甘

寧
辺
区
成
立
当
初
は
、
延
安
市
を
中
心
に
し
て
二
三
の
県
か
ら
成
立
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
辺
境
の
一
部
に
変
更
が
あ
り
、
　
一
九
四
一
年
当
時
に

は
、
二
九
の
県
市
、
二
六
六
の
区
、
一
五
四
九
の
郷
に
区
分
さ
れ
て
い
た
Q
こ
れ
は
更
に
、
一
九
四
六
年
に
は
一
直
属
市
、
五
分
区
、
三
二
県
に
編
成

さ
れ
て
い
る
Q
人
口
は
、
一
九
四
六
年
の
戸
口
統
計
に
よ
れ
ば
一
五
九
万
余
で
あ
り
、
辺
区
時
代
を
通
じ
て
一
五
〇
万
前
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
地
は
、
東
は
山
西
、
西
は
甘
粛
・
寧
夏
、
南
は
謂
水
、
北
は
綾
遠
に
接
し
て
お
り
、
東
に
出
て
黄
河
を
渡
れ
ば
す
ぐ
に
華
北
の
地
に
出
ら
れ

る
地
点
で
あ
り
、
軍
事
的
に
は
、
西
北
防
衛
の
要
で
あ
り
、
ま
た
、
華
北
抗
戦
の
重
要
な
後
方
で
あ
っ
た
Q

　
陳
甘
寧
辺
区
は
、
歴
史
的
に
は
文
化
の
遅
れ
た
地
方
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
国
内
革
命
戦
争
時
代
に
、
陳
北
・
隣
甘
辺
の
二
個
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権

を
樹
立
し
て
以
来
（
一
九
三
一
年
頃
）
、
政
治
的
に
先
進
の
地
区
と
な
っ
た
。
一
九
三
五
年
中
国
労
農
紅
軍
主
力
が
北
上
、
長
征
を
行
っ
て
（
前
年
秋
、

瑞
金
の
中
華
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
の
主
力
は
、
国
民
党
軍
の
包
囲
攻
撃
を
さ
け
て
大
西
征
を
開
始
し
た
）
、
こ
の
地
域
に
入
る
と
、
前
の
二
個
の
政
権
は
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
中
央
政
府
西
北
弁
事
処
と
し
て
統
一
さ
れ
た
Q
一
九
三
七
年
、
華
北
の
地
で
抗
目
戦
争
が
開
始
さ
れ
る
に
及
び
、
同
年
秋
、
抗
目
民
族
統

一
戦
線
結
成
を
国
民
党
に
よ
び
か
け
、
中
国
共
産
党
は
中
華
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和
国
を
正
式
に
解
消
し
、
国
民
党
と
の
合
作
関
係
を
成
立
し
た
。
以
来
、

一
九
四
六
年
夏
か
ら
の
全
面
的
な
国
民
党
と
の
内
戦
が
開
始
さ
れ
る
ま
弔
、
の
九
箇
年
問
、
陳
甘
寧
辺
区
政
権
は
、
国
民
党
政
府
に
よ
っ
て
正
式
に
承
認

さ
れ
た
、
特
区
政
府
と
し
て
存
立
し
た
。
同
時
に
、
陳
甘
寧
辺
区
は
中
国
共
産
党
中
央
の
所
在
地
と
し
て
、
民
族
解
放
戦
争
の
保
塁
、
模
範
的
抗
日
根

　
　
陳
甘
寧
辺
区
の
政
権
組
織
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
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一
五
四

拠
地
で
あ
っ
て
、
ま
た
、
抗
目
戦
争
勝
利
の
時
期
ま
で
に
樹

立
さ
れ
た
一
九
の
解
放
区
の
な
か
で
も
最
も
古
い
、
老
解
放

区
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
即
ち
、
陳
甘
寧
辺

区
は
、
国
民
党
政
府
の
一
地
方
自
治
組
織
で
あ
る
と
と
も

に
、
革
命
政
権
の
性
格
を
維
持
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
重
要

な
特
質
を
見
出
す
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
辺
区
時
代
の
政
権
を
知
る
主
要
な
法
令
に
つ
い
て
、
従
来

紹
介
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
少
く
、
僅
か
に
、
晋
察
翼
辺
区
の
条

例
の
紹
介
と
若
干
の
論
文
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
、
中
華
人
民
共
和
国
法
制
の
前
吏
を
明
ら
か

に
す
る
作
業
の
一
端
と
し
て
、
以
下
に
、
陳
甘
寧
辺
区
の
政

権
組
織
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
Q

　
抗
日
戦
争
時
代
の
革
命
根
拠
地
”
老
解
放
区
で
あ
る

陳
甘
寧
辺
区
は
、
抗
日
戦
争
遂
行
の
た
め
に
、
国
民
党

政
権
と
の
民
族
統
一
戦
線
を
結
成
す
る
と
い
う
条
件
の

下
に
お
か
れ
た
、
民
族
統
一
戦
線
の
政
権
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
中
国
共
産
党
中
央
の
指
導
に
よ
っ
て
、
そ



の
法
制
度
の
建
立
に
あ
た
っ
て
は
、
抗
戦
勝
利
後
に
樹
立
し
た
中
華
人
民
共
和
国
の
法
制
度
の
雛
型
を
、
す
で
に
形
成
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
に
、
殴
甘
寧
辺
区
時
代
の
法
制
は
、
抗
日
戦
〃
輔
亨
の
時
代
．
』
形
成
さ
れ
た
抗
日
根
拠
地
の
譜
組
織
機
構
で
あ
る
、
と
い
5
歴

史
的
な
意
味
を
免
っ
〆

．
い
る
は
か
り
で
な
く
、
現
在
の
社
会
主
義
法
制
の
形
成
に
重
要
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
、
と
い
．
う
現
代
的
な

意
味
を
も
っ
て
い
る
。
辺
区
時
代
は
、
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
法
制
“
革
命
法
制
の
建
設
の
発
展
を
跡
付
げ
る
上
に
、
重
要
な
一
段
階

を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
陳
甘
寧
辺
区
政
権
の
組
織
に
つ
い
て
論
述
し
た
い
。
こ
の
挾
甘
寧
辺
区
時
代
の
歴
史
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

条
件
に
つ
い
て
は
、
拙
訳
「
陳
甘
寧
辺
区
参
議
会
通
過
条
例
集
」
に
附
し
た
解
説
の
な
か
で
触
れ
て
お
い
た
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

た
だ
ぎ
た
い
。
ま
た
、
陳
甘
寧
辺
区
参
議
会
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
述
し
て
お
い
た
。
本
来
、
本
稿
と
と
も
に
一
本
に
す
べ
き

論
稿
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
で
二
つ
に
分
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
近
く
刊
行
を
予
定
。
こ
の
解
説
で
は
、
前
後
四
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
参
議
会
大
会
の
行
わ
れ
た
時
期
の
歴
史
的
条
件
を
述
べ
、
且
つ
本

　
　
　
稿
で
論
述
す
る
、
辺
区
の
政
治
組
織
の
要
点
を
整
理
し
て
お
い
た
。

　
（
二
）
　
現
代
中
国
学
会
編
「
現
代
中
国
」
第
三
九
号
に
掲
載
の
予
定
。
こ
の
二
つ
の
論
稿
は
、
昭
和
三
八
年
一
〇
月
の
現
代
中
国
学
会
の
研
究
大
会
に

　
　
　
お
い
て
発
表
し
た
「
陳
甘
寧
辺
区
の
立
法
」
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
挾
甘
寧
辺
区
参
議
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
、
辺
区
の
政
治
組
織
の
規
定
に
関
す
る
条
例
に
よ
っ
て
み
る
と
、

下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
整
理
し
て
図
示
し
た
も
の
が
一
五
六
頁
の
組
織
図
で
あ
る
。

　
　
　
陳
甘
寧
辺
区
の
政
権
組
織
に
つ
い
て

辺
区
政
権
の
組
織
は
以

一
五
五



　
　
　
陵
甘
寧
辺
区
の
政
権
組
織
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六

辺
区
の
政
権
組
織
ー
i
立
法
・
民
意
機
関

　
陳
甘
寧
辺
区
に
は
、
辺
区
人
民
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
意
思
決
定
の
民
意
機
関
と
し
て
、
各
級
参
議
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

即
ち
、
辺
区
の
行
政
機
構
と
対
応
し
て
、
参
議
会
は
、
辺
区
参
議
会
、
県
市
参
議
会
、
郷
市
参
議
会
の
三
級
に
分
た
れ
て
い
た
。
各
級
参

議
会
議
員
は
、
普
通
・
直
接
・
平
等
・
無
記
名
投
票
の
原
則
に
よ
り
、
選
挙
せ
ら
れ
た
。
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
、
地
主
・
富
農
・
民
族
資
本
家

　
　
　
　
　
　
◎
辺
区
の
立
法
．
行
政
．
司
法
組
織
（
一
九
四
一
年
第
二
期
参
議
会
文
献
に
よ
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
会
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司
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処
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長
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法
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推
事

刑
事
去
廷
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事
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．
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（
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裁
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委
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五
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保
安
科

保
安
大
隊
部

審
計
員
（
一
九
四
三
年
）

司
法
処
　
　
　
　
審
判
員

地
方
法
院
　
　
劉
記

　
　
　
　
看
子
．
鳶
ソ
．

動
長
委

（
．
府
　
　
村

郷
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政

府
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郷
刺
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亟
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郷
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文
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衛
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仲
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一
九
四
〇
年
）



を
含
む
、
満
一
八
才
以
上
の
成
年
男
女
に
広
く
選
挙
・
被
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る
、
全
人
民
選
挙
の
制
度
が
と
ら
れ
た
。
例
外
と
し
て
、

漢
妊
・
買
　
・
精
神
病
患
者
に
は
、
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
だ
．
、
こ
の
選
挙
権
の
規
定
は
、
辺
区
時
代
の
重
要
な
特
質
で
あ
る
。
中

国
共
産
党
は
、
国
民
党
と
合
作
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
条
件
と
し
て
、
中
華
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
の
下
で
進
め
ら
れ
て
い
た
土
地
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

を
中
止
し
、
地
主
・
資
本
家
の
政
治
的
権
利
を
復
活
さ
せ
た
。
そ
の
具
体
的
規
定
が
、
一
九
三
五
年
二
一
月
二
五
日
の
中
共
中
央
政
治
局

会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
、
所
謂
一
二
月
テ
ー
ゼ
に
従
っ
て
改
め
ら
れ
た
選
挙
法
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
選
挙
法
を
う
け
つ
ぐ
辺
区
参
議

会
通
過
の
「
各
級
参
議
会
選
挙
条
例
」
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
一
九
三
五
年
八
月
一
日
の
、
中
国
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
と
中
国
共
産
党
中
央
の
　
「
中
共
が
抗
日
救
国
の
た
め
に
全
国
の
同
胞
に
告
ぐ
る
の
書
」

　
　
　
（
八
一
宣
言
）
の
原
則
に
従
い
、
一
九
三
七
年
七
月
一
五
目
の
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
「
中
共
中
央
の
国
共
合
作
宣
言
」
に
示
さ
れ
た
、

　
　
　
国
共
合
作
条
件
は
、
e
孫
中
山
先
生
の
三
民
主
義
を
徹
底
的
に
実
現
す
る
こ
と
、
⇔
国
民
党
政
権
を
覆
滅
し
よ
う
と
す
る
一
切
の
暴
動
政
策
お
よ

　
　
　
び
赤
化
運
動
を
取
消
し
、
暴
力
に
よ
る
地
主
の
土
地
没
収
政
策
を
停
止
す
る
こ
と
、
㊧
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
を
取
消
し
、
民
権
政
治
を
実
行
し
、
全

　
　
　
国
政
権
の
統
一
を
は
か
る
こ
と
、
四
紅
軍
の
名
義
番
号
を
取
消
し
、
国
民
革
命
軍
に
改
編
し
、
国
民
攻
府
軍
事
委
員
会
の
指
揮
を
受
け
る
こ
と
、

　
　
　
の
四
点
で
あ
っ
た
o

　
参
議
会
の
権
限
に
つ
い
て
、
辺
区
参
議
会
を
例
に
と
れ
ば
、
政
府
主
席
・
創
主
席
、
政
府
委
員
、
高
等
法
院
院
長
の
任
免
、
公
務
人
員

の
監
察
と
弾
劾
、
立
法
、
予
算
と
決
算
の
審
議
等
で
あ
る
。
立
法
に
関
し
て
、
法
案
の
提
案
権
は
、
政
府
委
員
会
お
よ
び
参
議
会
議
員
に

限
ら
れ
ず
、
「
辺
区
各
級
参
議
会
組
織
条
例
」
（
一
九
三
九
年
法
・
一
九
四
一
年
法
）
に
よ
れ
ば
、
人
民
お
よ
び
民
衆
団
体
の
議
案
提
出
権

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
民
お
よ
び
民
衆
団
体
の
発
議
権
の
規
定
は
、
辺
区
参
議
会
が
形
式
の
上
で
、
国
民
党
政
権
の
民
意
機
関
で

　
　
　
陳
甘
寧
辺
区
の
政
権
組
織
に
つ
い
て
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陳
甘
寧
辺
区
の
政
権
組
織
に
つ
い
て
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あ
る
国
民
参
政
会
に
従
い
な
が
ら
も
、
実
質
的
に
は
、
人
民
に
密
着
し
た
政
権
を
創
造
し
よ
う
と
し
た
、
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。
辺

区
の
み
で
な
く
、
県
参
議
会
に
お
い
て
も
、
行
政
機
構
の
、
辺
区
と
県
市
に
対
応
す
る
形
で
、
前
述
の
権
限
と
同
種
の
権
限
が
、
人
民
に

与
え
ら
れ
て
い
た
。
郷
市
参
議
会
も
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
組
織
原
理
は
、
立
法
行
政
合
一
制
の
原
理
に
よ
っ
て
い
た
こ
と

が
、
他
と
異
な
っ
て
い
る
。

　
各
級
参
議
会
議
員
の
任
期
に
つ
い
て
み
る
と
、
当
初
、
一
九
三
九
年
の
条
例
で
は
、
辺
区
参
議
会
議
員
の
任
期
は
一
年
、
県
参
議
会
議

員
は
一
年
、
郷
市
参
議
会
議
員
は
半
年
、
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
一
九
四
一
年
の
改
訂
立
法
で
は
、
辺
区
参
議
会
議
員
三

年
、
県
市
参
議
会
議
員
二
年
、
郷
市
参
議
会
議
員
一
年
、
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
四
四
年
の
選
挙
法
の
改
訂
に

よ
っ
て
、
県
市
参
議
会
議
員
の
任
期
が
三
年
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
議
員
の
任
期
を
改
正
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
各
会
期
の
政

府
工
作
報
告
そ
の
他
参
議
会
文
件
に
は
、
特
別
の
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
辺
区
の
立
法
原
則
の
一
は
、
民
権
主
義
の
実
行
に
あ
っ

た
。
そ
の
具
体
化
の
中
に
、
人
民
の
自
治
能
力
の
増
強
と
、
民
衆
の
積
極
性
の
発
揚
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
九
四
一
年
の
改
正
立
法
以

後
は
、
人
民
の
参
議
会
議
員
罷
免
権
を
規
定
し
て
、
参
議
会
に
対
す
る
関
与
の
機
会
を
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
当
初
の
｝
九
三

九
年
法
で
は
こ
の
規
定
が
お
か
れ
ず
に
、
参
議
会
議
員
の
任
期
を
短
期
間
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に
参
議
会
に
関
与
す
る
機
会

を
多
く
し
て
、
代
議
員
に
対
す
る
人
民
の
監
視
を
可
能
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
一
九
三
九
年
法
に
規
定
さ
れ
ず
、

一
九
四
↓
年
法
に
よ
っ
て
新
ら
し
く
加
え
ら
れ
た
も
の
に
、
参
議
会
の
職
権
に
、
政
府
行
政
人
員
の
罷
免
の
権
限
、
創
制
と
複
決
の
権
限

が
、
辺
区
・
県
市
参
議
会
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
で
、
、
人
民
は
間
接
に
政
府
行
政
人
員
の
監
視
を
行
い
う
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
制
度
的
に
民
権
主
義
の
発
展
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
行
政
人
員
の
組
織
原
理
と
し
て
、
三
三
制
が



確
立
し
て
き
た
こ
と
も
、
参
議
会
議
員
の
任
期
の
延
長
に
関
連
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
三
制
に
よ
っ
て
、
広
く
地
主
・
富
農

・
資
本
家
を
も
含
め
た
、
民
族
統
一
戦
線
の
下
に
お
け
る
民
主
制
を
実
現
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
制
度
的
に
民
権
主
義
の

発
揚
が
は
か
ら
れ
た
と
い
う
理
由
の
外
に
、
選
挙
事
務
の
事
実
上
の
間
題
も
関
係
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
経
過
を
み
る

と
、
前
後
四
回
に
わ
た
る
辺
区
参
議
会
は
、
規
定
ど
お
り
の
会
期
に
従
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
参
議
会
大
会
の
開
催
も
、
規
定
の
期
限
通

り
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
抗
日
戦
争
遂
行
の
戦
時
体
制
の
下
に
お
か
れ
て
い
た
辺
区
で
、
原
則
的
に
は
代
議
員
の
選
出
の
機
会
が
多

く
も
た
れ
る
こ
と
が
好
ま
し
い
と
し
て
も
、
事
実
上
そ
れ
を
可
能
に
す
る
条
件
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
い
ず

れ
の
選
挙
法
に
お
い
て
も
、
任
期
は
事
情
に
よ
り
延
期
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
議
員
の
任
期
に
関
連
し
て
、
任
期
満
了

後
、
再
選
連
選
さ
れ
る
こ
と
は
妨
げ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
各
級
参
議
会
の
会
議
に
つ
い
て
い
え
ば
、
通
常
の
場
合
、
当
初
の
一
九
三
九
年
立
法
に
よ
れ
ば
、
辺
区
参
議
会
は
半
年
に
一
回
、
県
市

参
議
会
は
三
月
に
一
回
、
郷
参
議
会
は
一
月
に
一
回
、
開
催
さ
れ
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
後
、
辺
区
参
議
会
は

一
年
に
一
回
、
県
市
参
議
会
は
半
年
に
一
回
、
郷
市
参
議
会
は
二
月
に
一
回
、
開
催
さ
れ
る
も
の
と
、
一
九
四
一
年
法
で
改
め
ら
れ
て
い

る
。
も
っ
と
も
、
実
際
に
は
規
定
通
り
に
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
議
員
選
挙
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

　
各
級
参
議
会
に
は
、
全
会
議
の
工
作
を
主
持
す
る
議
長
、
副
議
長
、
お
よ
び
参
議
会
の
休
会
期
間
中
に
、
会
議
の
日
常
事
務
を
処
理
す

る
常
務
議
員
が
お
か
れ
て
い
る
。
一
九
三
九
年
の
各
級
参
議
会
組
織
条
例
に
よ
れ
ば
、
議
長
一
名
、
副
議
長
一
名
で
、
常
務
議
員
は
、
辺

区
参
議
会
九
人
、
県
市
参
議
会
五
人
、
郷
参
議
会
三
人
－
．
」
さ
れ
て
い
た
．
、
し
か
し
、
一
九
四
一
年
の
各
級
参
議
会
組
織
条
例
．
」
よ
れ
ば
、

議
長
一
名
、
副
議
長
一
名
、
常
駐
議
員
（
名
称
が
こ
の
と
き
改
め
ら
れ
て
い
る
）
は
、
辺
区
参
議
会
九
人
、
県
市
参
議
会
五
人
と
し
、
議
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甘
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挾
甘
寧
辺
区
の
政
権
組
織
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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長
、
副
議
長
は
常
駐
議
員
の
定
員
の
う
ち
に
入
る
も
の
と
し
て
い
る
が
（
こ
の
点
は
常
務
議
員
も
同
じ
で
、
当
然
、
議
長
、
副
議
長
は
常
務

議
員
と
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
）
、
郷
市
参
議
会
の
段
階
に
変
更
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
郷
市
参
議
会
は
、
立
法
行
政
合
一
制
（
議
執
合

一
制
）
を
と
り
、
議
長
、
副
議
長
を
設
け
ず
、
会
議
開
催
の
際
は
、
郷
市
長
を
含
め
た
三
人
の
主
席
団
を
推
挙
し
て
、
こ
の
主
席
団
が
会

務
を
主
持
し
、
ま
た
会
議
の
休
会
期
間
中
も
、
常
駐
議
員
を
設
け
ず
、
郷
市
政
府
委
員
会
が
参
議
会
に
代
る
も
の
と
し
て
い
る
。
陳
甘
寧

辺
区
に
お
い
て
、
末
端
の
立
法
組
織
と
行
政
組
織
を
重
ね
て
、
立
法
行
政
一
体
制
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
辺
区
に
お
い
て
も
、
郷
市

の
段
階
で
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
制
を
す
て
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
辺
区
の
参
議
会
一
般
に
つ
い
て
、
「
国
家
権
力
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
決
議
機
関
と
執
行
機
関
を
か
ね
て
い
た
。
・
…

参
議
会
閉
会
中
は
、
各
参
議
会
が
選
出
し
た
、
郷
・
市
・
県
・
辺
区
の
各
政
府
が
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
職
務
を
代
行
し
た
。
」
と
の
見
解
が

一
部
に
あ
る
が
、
こ
の
見
解
は
、
郷
市
の
段
階
に
お
い
て
は
妥
当
し
て
も
、
県
市
、
辺
区
の
段
階
に
お
い
て
は
誤
り
で
あ
る
。
後
に
述
べ

る
政
府
委
員
会
と
参
議
会
常
駐
議
員
委
員
会
と
は
、
組
織
を
別
に
し
、
参
議
会
は
民
意
機
関
・
人
民
代
表
機
関
と
し
て
あ
り
、
こ
れ
が
行

政
機
関
を
か
ね
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
常
駐
議
員
委
員
会
は
、
行
政
機
関
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
て
い
な
い
。
各
級
参
議
会
の

日
常
事
務
の
処
理
を
託
さ
れ
て
い
る
外
、
同
級
政
府
の
参
議
会
決
議
案
の
執
行
状
況
の
監
督
と
、
同
級
政
府
に
対
す
る
建
議
と
諭
問
の
提

出
の
権
限
等
を
与
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
は
、
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
辺
区
が
国
民
党
と
の
合
作
条
件
に
よ
っ
て
、
国

民
党
政
府
の
法
令
の
適
用
を
う
け
、
且
つ
国
民
党
政
府
の
政
治
組
織
の
下
に
お
か
れ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
辺
区
各
級
参
議
会
組
織

条
例
に
は
、
参
議
会
を
民
意
機
関
・
人
民
代
表
機
関
と
し
て
の
規
定
を
し
て
い
る
が
、
権
力
機
関
と
し
て
は
規
定
し
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、
形
式
の
上
で
は
、
国
民
党
政
府
の
国
民
参
政
会
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
設
立
さ
れ
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
下
の
組
織
を
改
め
て
い



る
。
そ
こ
で
、
常
駐
活
動
機
関
を
参
議
会
の
中
に
設
け
な
が
ら
、
執
行
機
関
の
組
織
と
は
別
個
の
も
の
と
し
て
、
執
行
権
を
与
え
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
辺
区
時
代
の
政
治
組
織
に
お
い
て
は
、
行
政
機
関
で
あ
る
政
府
委
員
会
に
、
立
法
の
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
常
駐
議
員
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
政
府
委
員
会
を
常
時
監
視
す
る
体
制
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
三
権
分
立
の

ブ
ル
ジ
・
ア
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
治
形
体
か
ら
は
既
に
異
る
点
で
あ
る
が
、
執
行
機
関
で
あ
る
政
府
委
員
会
に
立
法
権
が
与
え
ら
れ
て

い
る
点
に
お
い
て
は
、
実
質
的
に
立
法
と
行
政
の
合
一
制
が
計
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
国
民
党
と
の
合
作
を
す
す
め
な
が
ら
も
、
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
制
を
そ
の
指
導
原
理
と
し
て
維
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
単
純
に
参
議
会
は
決
議
機
関
と
執
行
機
関
を
か
ね
て

い
た
と
は
言
い
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
各
級
参
議
会
は
、
各
選
挙
単
位
ご
と
に
、
当
選
議
員
の
五
分
の
一
の
候
補
議
員
の
選
出
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
候
補
議
員
は
参
議
会
に

出
席
す
る
権
利
と
発
言
を
す
る
権
利
を
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
決
議
権
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
正
議
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
ぎ
は
、
候

補
議
員
が
得
票
数
に
応
じ
て
、
順
次
正
議
員
と
な
っ
た
。
な
お
、
一
九
四
一
年
立
法
以
後
の
選
挙
法
に
よ
れ
ば
、
候
補
議
員
を
選
出
で
き

る
の
は
、
辺
区
参
議
会
お
よ
び
県
市
参
議
会
の
段
階
で
あ
っ
て
、
郷
市
参
議
会
は
候
補
議
員
の
選
出
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

二

辺
区
の
政
権
組
織
f
行
政
機
関

　
陳
甘
寧
辺
区
の
行
政
制
度
が
、
各
種
の
行
政
機
構
を
規
定
す
る
諸
条
例
に
よ
っ
て
、
明
確
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

年
の
第
二
期
参
議
会
大
会
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
を
略
述
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
陳
甘
寧
辺
区
の
政
権
組
織
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一

一
九
四
一



　
　
　
挾
甘
寧
辺
区
の
政
権
組
織
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二

旧
　
辺
区
政
府
。
辺
区
の
最
高
行
政
機
関
と
し
て
の
辺
区
政
府
は
、
制
度
上
、
国
民
政
府
の
管
轄
と
、
辺
区
参
議
会
の
監
督
の
下
に
お
か

れ
て
い
る
。
即
ち
、
辺
区
政
権
は
実
質
的
に
は
、
独
立
の
革
命
的
政
権
で
あ
る
が
、
形
式
の
上
で
は
、
国
民
政
府
の
地
方
自
治
組
織
と
し

て
の
特
区
政
府
で
あ
っ
た
。
辺
区
政
府
に
は
、
主
席
・
副
主
席
各
々
一
名
が
お
か
れ
、
主
席
は
辺
区
政
府
を
代
表
し
た
。
主
席
の
職
権

は
、
辺
区
政
府
委
員
会
の
召
集
と
、
会
議
の
主
催
、
政
府
委
員
会
の
議
決
案
の
執
行
、
全
辺
区
行
政
機
関
の
監
督
、
お
よ
び
、
辺
区
政
府

の
日
常
お
よ
び
緊
急
事
務
の
処
理
で
あ
り
、
副
主
席
は
、
主
席
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
こ
れ
を
代
理
し
た
。
主
席
・
副
主
席
は
、
辺
区
参

議
会
が
、
政
府
委
員
の
中
よ
り
選
挙
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
三
名
の
政
府
委
員
は
、
同
じ
く
参
議
会
が
こ
れ
を
選
挙
し
た
。

　
辺
区
政
府
は
、
辺
区
の
す
べ
て
の
政
務
を
綜
理
し
、
そ
の
下
に
、
秘
書
処
、
民
政
庁
、
財
政
庁
、
教
育
庁
、
建
設
庁
、
保
安
司
令
部
、

保
安
処
．
審
計
処
の
各
庁
・
部
・
処
が
設
け
ら
れ
、
事
務
の
必
要
に
応
じ
て
は
、
専
門
の
所
轄
機
関
を
増
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
辺
区
政
府
に
は
、
辺
区
行
政
に
関
し
て
、
命
令
を
頒
布
し
、
ま
た
辺
区
の
単
行
条
例
お
よ
び
規
定
を
制
定
す
る
権

限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
但
し
、
辺
区
の
人
民
の
負
担
を
増
加
し
、
人
民
の
自
由
を
制
限
し
た
り
、
行
政
区
画
を
変
更
す
る
場
合
、
お
よ

び
、
重
要
な
行
政
施
策
に
つ
い
て
は
、
辺
区
参
議
会
の
審
議
承
認
あ
る
い
は
追
認
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
執
行
機
関
に
立
法
権
を

認
め
ら
れ
て
い
る
点
は
、
晋
察
翼
辺
区
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
晋
察
翼
辺
区
の
組
織
条
例
の
規
定
で
は
、
陳
甘
寧
辺
区
の
場

合
に
、
参
議
会
の
審
議
承
認
あ
る
い
は
追
認
事
項
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
、
辺
区
行
政
委
員
会
の
職
権
の
範
囲
に
規
定
さ
れ
、
参
議
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

承
認
あ
る
い
は
追
認
の
必
要
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
陳
甘
寧
辺
区
に
お
い
て
も
、
晋
察
翼
辺
区
に
お
い
て
も
、
参
議
会
常
駐
議
員
委
員

会
の
政
府
委
員
会
に
対
す
る
監
督
と
、
辺
区
行
政
委
員
会
に
与
え
ら
れ
た
立
法
権
と
は
、
辺
区
時
代
の
地
主
・
富
農
・
資
本
家
が
、
政
治

上
の
公
民
権
を
恢
復
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
三
三
制
の
組
織
原
理
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
と
と
も
に
、
重
要
な
辺
区
時
代
の
政
治
形
態
の
特



質
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
晋
察
翼
辺
区
行
政
委
員
会
組
織
条
例
（
一
九
四
三
年
）
第
五
条
、
（
政
治
経
済
研
究
所
訳
編
「
中
国
辺
区
重
要
法
令
集
」
昭
和
二
三
年
九
月
）

　
辺
区
政
府
委
員
会
の
決
議
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
事
項
は
、
国
民
政
府
の
委
託
事
項
の
執
行
、
選
挙
、
参
議
会
の
議
決
事
項
の
執
行
、

予
算
決
算
の
審
議
、
辺
区
政
府
の
行
政
人
員
の
任
免
、
軍
隊
の
配
属
・
移
動
、
辺
区
の
行
政
施
策
あ
る
い
は
そ
の
変
更
、
公
産
の
処
分
、

公
営
企
業
の
企
画
等
々
で
あ
る
。
辺
区
政
府
の
下
に
あ
る
各
庁
・
部
・
処
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
庶
務
、
民
政
、
財
政
、
教
育
行
政
、
農
林
商

工
、
軍
事
、
人
民
武
装
、
鋤
好
（
自
衛
）
、
会
計
検
査
等
の
行
政
事
務
を
分
担
し
て
い
る
。

二
　
行
政
監
査
専
員
公
署
。
民
主
政
治
を
発
揚
し
、
行
政
能
率
を
高
め
る
た
め
に
、
辺
区
政
府
は
、
二
個
以
上
の
県
を
あ
わ
せ
て
、
一
行

政
分
区
と
し
、
分
区
に
行
政
監
査
専
員
公
署
を
設
置
し
、
当
該
分
区
の
各
県
の
行
政
事
務
を
監
査
お
よ
び
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一

九
四
一
年
の
行
政
単
位
に
つ
い
て
み
る
と
、
辺
区
二
九
個
の
県
市
が
、
一
二
直
属
県
市
、
四
分
区
に
区
分
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
六
年

に
は
、
三
三
県
・
市
・
区
が
、
一
直
属
市
、
五
分
区
に
区
画
さ
れ
て
い
る
。
行
政
監
査
専
員
公
署
の
設
置
は
、
辺
区
政
府
委
員
会
が
決
議

し
て
、
辺
区
政
府
の
命
令
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
公
署
に
は
専
員
一
名
が
任
命
さ
れ
る
が
、
専
員
の
権
限
は
、
行
政
分
区
内
の
県
行
政
の

監
督
、
指
導
で
あ
り
、
随
時
所
属
各
県
の
地
方
行
政
活
動
を
調
査
・
指
導
し
、
分
区
の
地
方
治
安
の
維
持
に
あ
た
り
、
各
県
の
経
費
の
収

支
を
監
査
し
、
分
区
の
行
政
会
議
を
招
集
し
、
所
属
各
級
の
公
務
人
員
を
監
督
し
、
ま
た
、
所
属
各
県
の
間
の
争
訟
間
題
の
処
理
、
現
行

辺
区
法
令
の
執
行
の
推
進
等
の
職
務
を
担
当
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
必
要
の
あ
る
場
合
は
、
事
務
処
理
の
た
め
に
、
副
専
員
を
選
任

す
る
権
限
が
、
辺
区
政
府
に
あ
っ
た
。
専
員
の
職
務
執
行
を
補
佐
し
、
各
種
の
工
作
を
す
る
た
め
に
、
専
員
公
署
に
、
秘
書
室
、
昆
政

処
、
財
政
処
、
教
育
処
、
建
設
処
、
食
糧
処
、
保
安
科
が
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
主
任
秘
書
お
よ
び
幹
事
、
処
長
お
よ
び
幹
事
、
科
長
の

　
　
　
陳
甘
寧
辺
区
の
攻
権
組
織
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三



　
　
　
陳
甘
寧
辺
区
の
政
権
組
織
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四

事
務
要
員
が
お
か
れ
て
い
た
。
な
お
、
専
員
は
、
行
政
分
区
内
の
一
県
の
県
長
を
兼
任
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。

　
陳
甘
寧
辺
区
の
場
合
、
専
員
公
署
に
は
、
行
政
事
務
の
執
行
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
司
法
に
関
す
る
権
限
は
与
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
晋
察
翼
辺
区
に
お
い
て
は
、
司
法
処
が
設
置
さ
れ
、
管
轄
区
内
の
民
事
・
刑
事
事
件
の
第
二
審
の
裁
判
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

行
う
権
限
を
、
専
員
公
署
は
も
っ
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
二
つ
の
辺
区
の
間
に
み
ら
れ
る
違
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
陳
甘
寧
辺
区
の
場
合

で
も
、
専
員
は
高
等
法
院
分
庭
の
庭
長
を
兼
任
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
実
質
的
に
、
司
法
権
の
行
使
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
（
五
）
　
晋
察
莫
辺
区
行
政
督
察
専
員
公
署
組
織
大
綱
（
一
九
四
〇
年
五
月
）
第
二
第
六
号
、
（
政
治
経
済
研
究
所
訳
編
「
中
国
辺
区
重
要
法
令
集
」
昭

　
　
　
和
二
三
年
九
月
）

　
こ
の
行
政
監
査
専
員
公
署
の
司
法
権
限
の
行
使
の
間
題
は
、
県
に
お
け
る
司
法
権
限
の
行
使
の
間
題
と
関
連
し
て
い
る
。
陳
甘
寧
辺
区

の
場
合
に
も
、
晋
察
翼
辺
区
の
場
合
に
も
、
と
も
に
、
県
の
段
階
に
司
法
処
が
設
置
さ
れ
、
県
が
地
方
法
院
に
代
っ
て
、
第
一
審
の
裁
判
権

を
行
使
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
司
法
権
の
行
使
も
、
け
し
て
、
行
政
行
為
と
無
関
係
に
独
立
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
晋
察
翼
辺
区
の
場
合
に
は
、
そ
こ
で
、
第
二
審
の
審
判
に
あ
た
っ
て
、
辺
区
高
等
法
院
の
法
廷
を
、
各
行
政
監
査
専
員

公
署
の
区
内
に
分
設
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
も
の
と
さ
れ
、
組
織
上
公
署
の
職
権
の
範
囲
内
と
し
て
司
法
処
を
県
と
同
様
設
置
し
、
主
任
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

判
官
お
よ
び
審
判
官
各
々
一
名
を
置
く
こ
と
が
で
ぎ
た
の
で
あ
る
。
挾
甘
寧
辺
区
の
場
合
は
、
県
に
対
応
し
て
行
政
監
査
専
員
公
署
に
司

法
処
を
設
置
す
る
こ
と
な
く
、
高
等
法
院
の
分
庭
を
設
置
し
、
そ
の
庭
長
を
専
員
が
兼
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
両
者
の
差
異
は
組
織
上
の
処
置
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
（
六
）
　
晋
察
糞
辺
区
法
院
組
織
条
例
（
一
九
四
三
年
一
月
）
第
十
三
条
、
晋
察
翼
辺
区
行
政
督
察
専
員
公
署
組
織
大
綱
（
一
九
四
〇
年
五
月
）
第
五
、



　
　
　
（
い
ず
れ
も
、
政
治
経
済
研
究
所
訳
編
「
中
国
辺
重
要
法
令
集
」
昭
私
二
三
年
九
月
）

三
　
県
政
府
。
県
政
府
は
、
辺
区
政
府
の
指
導
を
う
け
、
県
参
議
会
の
監
督
の
下
に
あ
り
、
県
参
議
会
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
た
県
長
（
必
要

に
よ
っ
て
は
、
副
県
長
も
選
任
で
き
る
）
、
同
じ
く
参
議
会
で
選
出
さ
れ
た
六
人
な
い
し
一
〇
人
の
委
員
に
よ
っ
て
、
県
政
府
委
員
会
を

組
織
し
て
、
県
行
政
を
綜
理
す
る
。
ま
た
、
分
区
内
の
各
県
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
専
員
公
署
の
指
導
を
う
け
る
。
行
政
事
務
は
、
秘
書

室
、
一
科
、
二
科
、
三
科
、
四
科
、
五
科
、
保
安
科
、
審
計
員
、
保
安
大
隊
部
の
そ
れ
ぞ
れ
に
分
れ
て
、
庶
務
、
民
政
、
財
政
、
教
育
、

農
林
商
工
、
食
糧
管
理
、
会
計
検
査
、
治
安
維
持
、
お
よ
び
軍
事
の
各
項
を
分
担
し
て
執
務
す
る
。
な
お
、
地
方
法
院
が
設
け
ら
れ
て
い

な
い
県
に
は
、
司
法
処
を
置
き
、
司
法
行
政
を
も
司
る
権
能
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
政
府
の
権
限
は
、
県
行
政
に
関
し
て
、
ほ
ぼ
辺

区
政
府
と
相
応
す
る
も
の
が
あ
り
、
県
の
単
行
法
規
H
条
例
の
制
定
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
県
政
府
委
員
会
に
立
法
権
限
が
与
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
県
参
議
会
と
の
関
連
に
お
い
て
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
辺
区
政
府
委
員
会
と
辺
区
参
議
会
と
の
関
係
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
、
県
の
段
階
に
お
い
て
も
い
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
区
公
署
。
県
の
行
政
機
構
を
強
化
す
る
た
め
に
．
県
の
事
情
に
よ
っ
て
、
県
政
府
は
県
を
若
干
の
区
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
区
公

署
を
お
く
こ
と
が
で
き
た
。
区
公
署
に
は
区
長
一
名
、
区
助
理
員
三
名
な
い
し
五
名
を
置
き
、
区
務
会
議
を
組
織
し
、
県
政
府
の
県
長
、

一
科
な
い
し
五
科
、
保
安
科
等
の
科
お
よ
び
司
法
処
、
保
安
大
隊
長
の
命
令
を
承
け
て
、
行
政
事
務
を
分
担
執
行
し
た
。
区
長
は
県
長
の

推
薦
に
も
と
づ
き
、
県
政
府
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
辺
区
政
府
が
こ
れ
を
任
命
し
、
区
助
理
員
は
県
長
が
任
命
し
た
。
区
務
会
議
は
通

常
半
月
に
一
回
開
催
し
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。
な
お
、
県
政
府
委
員
会
は
二
週
間
に
一
回
開
催
す
る

と
の
規
定
が
あ
る
。
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五
　
郷
市
政
府
。
郷
市
長
、
郷
市
政
府
委
員
は
、
郷
市
参
議
会
が
こ
れ
を
選
挙
し
、
郷
市
政
権
の
最
高
機
関
で
あ
る
郷
市
参
議
会
の
休
会

の
と
ぎ
は
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
、
郷
市
政
府
委
員
会
が
最
高
機
関
と
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
辺
区
各
級
参
議
会
の
説
明
の
際
に
述
べ

て
お
い
た
と
お
り
、
辺
区
に
お
い
て
は
、
末
端
の
行
政
組
織
で
あ
る
郷
市
の
段
階
で
は
、
議
執
合
一
の
体
制
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
点
、
晋
察
翼
辺
区
の
場
合
、
末
端
の
村
組
織
に
お
い
て
同
様
な
こ
と
が
い
え
る
。

　
郷
市
長
お
よ
び
政
府
委
員
の
罷
免
権
は
、
郷
市
参
議
会
に
あ
る
。
郷
市
政
府
は
、
優
待
救
済
委
員
会
、
文
化
促
進
委
員
会
、
経
済
建
設

委
員
会
、
鋤
好
委
員
会
、
衛
生
保
育
委
員
会
、
人
民
仲
裁
委
員
会
の
各
種
の
委
員
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
三
名
な
い
し
五
名
の
委
員
を
任

命
し
て
、
政
府
工
作
を
担
当
さ
せ
て
い
る
。
政
府
委
員
、
各
種
委
員
会
委
員
は
、
郷
市
長
、
文
書
係
を
除
い
て
、
政
務
を
担
当
し
な
が

ら
、
生
産
に
従
事
す
る
義
務
を
も
っ
て
い
た
。
即
ち
、
人
民
に
負
担
を
か
け
な
い
政
治
、
清
廉
政
治
の
一
つ
の
具
体
化
で
あ
る
。
辺
区
の

時
代
に
お
い
て
は
、
経
済
封
鎖
を
受
け
た
陳
甘
寧
辺
区
が
、
経
済
的
に
自
給
自
足
を
行
う
た
め
に
、
す
べ
て
の
も
の
が
生
産
に
従
事
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
政
府
委
員
す
ら
も
、
自
ら
の
生
活
は
自
給
自
足
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
可
能

な
限
り
生
産
に
従
事
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
要
求
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
経
済
的
理
由
の
み
な
ら
ず
、
政
治
工

作
の
原
理
と
し
て
、
公
務
人
員
が
生
産
に
密
着
し
て
い
る
こ
と
が
、
要
求
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
伝
統
は
、
現
在
の
、
幹
部
の
下

放
運
動
に
う
け
継
が
れ
て
い
る
。
な
お
、
郷
市
の
下
に
は
行
政
村
、
自
然
村
が
置
か
れ
、
末
端
の
行
政
組
織
と
し
て
、
住
民
小
組
が
置
か

れ
て
い
た
。

　
以
上
、
各
級
の
政
府
に
つ
う
じ
て
、
人
民
は
公
務
人
員
の
不
法
行
為
を
告
訴
、
告
発
す
る
権
利
を
、
　
「
保
障
人
権
財
権
条
例
」
に
よ
っ

て
保
障
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
人
民
の
議
案
提
案
権
が
、
各
級
参
議
会
組
織
条
例
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で



あ
る
，
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
っ
て
、
人
民
と
密
着
し
た
政
治
を
行
い
得
る
体
制
を
保
障
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三

辺
区
の
政
権
組
織
ー
司
法

　
陳
甘
寧
辺
区
参
議
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
第
一
期
参
議
会
大
会
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
、
陳
甘
寧
辺
区
高
等
法
院
組
織
条
例
が
、
司
法
組

織
に
関
す
る
規
定
の
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
条
例
、
お
よ
び
、
各
参
議
会
会
期
の
政
府
工
作
報
告
と
、
朧
東
分
区
の
専
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

で
あ
り
高
等
法
院
分
庭
の
庭
長
を
兼
任
し
、
後
、
陳
甘
寧
辺
区
高
等
法
院
院
長
と
な
っ
た
、
馬
錫
五
の
論
文
に
よ
り
、
陳
甘
寧
辺
区
の
司
法

組
織
を
略
述
し
た
い
。

　
（
七
）
　
馬
錫
五
「
新
民
主
主
義
革
命
段
階
に
お
け
る
挾
甘
寧
辺
区
の
人
民
司
法
工
作
」
（
「
政
法
研
究
」
一
九
五
五
年
第
一
期
、
七
頁
以
下
）

　
陳
甘
寧
辺
区
政
府
が
成
立
す
る
と
、
中
央
労
農
政
府
西
北
　
事
処
時
代
に
設
置
さ
れ
て
い
た
、
司
法
部
と
各
省
・
県
・
区
労
農
政
府
の

裁
判
部
は
廃
止
さ
れ
て
、
陳
甘
寧
辺
区
高
筆
法
院
を
設
立
し
、
辺
区
の
審
判
工
作
と
司
法
行
政
工
作
を
統
一
的
な
管
理
の
下
に
お
き
、
さ

ら
に
、
地
方
法
院
の
設
置
さ
れ
て
い
な
い
県
政
府
に
司
法
処
を
置
い
た
。
馬
錫
五
に
よ
れ
ば
、
地
方
法
院
の
置
か
れ
た
の
は
延
安
市
の
み

で
あ
り
、
一
九
四
三
年
春
に
は
各
分
区
に
辺
区
高
等
法
院
分
庭
を
設
立
し
、
こ
の
年
、
各
県
に
司
法
処
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
。
な
お
陳

甘
寧
辺
区
に
は
二
局
等
法
院
、
三
分
庭
、
二
九
県
可
法
処
、
一
地
方
法
院
が
あ
っ
た
。

　
司
法
機
関
と
同
級
の
人
民
政
府
と
の
関
係
は
、
各
級
司
法
機
関
は
同
級
政
府
の
組
成
部
分
で
あ
り
、
同
級
政
府
の
統
一
的
指
導
の
下
に

工
作
を
進
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
専
員
が
高
等
法
院
分
庭
の
庭
長
を
兼
任
し
、
県
長
が
司
法
処
の
処
長
を
兼
任
す
る
制
度
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が
行
わ
れ
て
い
る
。
行
政
分
区
の
専
員
で
あ
る
馬
錫
五
の
分
庭
庭
長
と
し
て
行
っ
た
裁
判
は
、
専
員
裁
判
、
あ
る
い
は
馬
錫
五
方
式
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
司
法
組
織
に
関
し
て
、
晋
察
翼
辺
区
で
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
行
政
分
区
に
司
法
処
が
設
置
さ
れ
、
専
員

公
署
の
職
権
の
一
つ
に
管
区
内
の
第
二
審
の
民
事
・
刑
事
事
件
の
審
判
権
が
与
え
ら
れ
、
司
法
処
に
は
主
任
審
判
官
お
よ
び
審
判
官
各
々

一
名
を
お
く
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
高
等
法
院
院
長
を
辺
区
参
議
会
に
お
い
て
選
挙
す
る
制
度
は
一
九
三
九
年
以
来
で
あ
り
、
司
法
処

の
裁
判
員
も
県
参
議
会
が
選
挙
す
る
制
度
が
と
ら
れ
た
。
辺
区
各
級
の
司
法
機
関
の
内
部
組
織
は
、
民
主
集
中
制
の
原
則
が
行
わ
れ
、
と

く
に
集
団
指
導
が
と
ら
れ
た
（
民
主
集
中
制
は
、
司
法
機
関
に
限
ら
ず
、
行
政
機
関
に
お
い
て
も
組
織
原
則
と
さ
れ
て
い
た
）
。
辺
区
高
等

法
院
院
長
、
各
分
庭
庭
長
と
各
県
司
法
処
処
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
単
位
の
審
判
と
司
法
行
政
工
作
を
指
導
す
る
責
を
負
っ
た
。
県
の
司

法
処
の
段
階
に
お
い
て
は
、
一
九
四
一
年
に
は
、
県
長
と
県
政
府
委
員
会
書
記
お
よ
び
裁
判
員
が
組
織
す
る
裁
判
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、

重
大
事
件
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
討
論
し
確
定
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
判
案
の
正
確
、
量
刑
の
適
当
、
党
の
政
策
の
貫
徹
の
目
的
を

達
成
す
る
組
織
上
の
保
障
を
な
し
た
。

　
抗
日
戦
争
時
期
の
陳
甘
寧
辺
区
各
級
法
院
の
任
務
は
、
「
日
本
帝
国
主
義
に
反
対
し
、
抗
日
人
民
を
保
護
し
、
各
抗
日
階
層
の
利
益
を

調
節
し
て
、
労
農
生
活
の
改
良
と
漢
妊
・
反
動
派
の
鎮
圧
を
基
本
的
な
出
発
点
と
す
る
」
施
政
方
針
を
根
拠
と
し
て
、
抗
戦
の
利
益
の
保

護
、
辺
区
民
主
政
権
と
各
抗
日
階
級
の
合
法
的
利
益
の
保
護
、
漢
好
・
反
革
命
分
子
の
裁
判
を
主
要
な
も
の
と
し
た
。

　
次
に
、
事
件
の
審
理
は
、
法
律
に
別
段
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
い
て
、
一
律
に
公
開
方
式
を
採
用
し
、
群
衆
の
傍
聴
と
発
言
を
許
し

た
．
、
こ
の
原
則
は
人
民
可
法
工
作
の
民
主
性
を
具
体
的
に
示
し
、
ま
た
、
法
院
の
群
衆
に
対
す
る
法
規
の
宣
伝
教
育
、
群
衆
の
法
治
意
識

の
高
揚
、
群
衆
の
法
律
を
遵
守
す
る
習
慣
の
養
成
を
計
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
と
関
連
し
て
審
判
方
式
に



人
民
陪
審
制
が
採
ら
れ
て
い
る
。
審
判
程
序
は
、
人
民
の
訴
訟
に
便
利
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
簡
便
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
審
級

は
二
審
制
を
と
り
、
県
司
法
処
が
初
審
で
、
高
等
法
院
お
よ
び
そ
の
分
庭
が
終
審
で
あ
る
。
両
審
と
も
人
民
群
衆
の
民
・
刑
事
訴
訟
を
受

理
す
る
の
に
、
口
頭
の
申
請
と
書
面
に
よ
る
訴
え
を
同
じ
効
力
を
有
す
る
も
の
と
し
、
当
事
者
が
口
訴
し
、
あ
る
い
は
法
院
に
呈
状
の
代

書
を
要
求
し
た
も
の
は
、
無
条
件
に
訴
状
を
代
っ
て
作
成
す
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
各
級
司
法
機
関
は
、
一
切
の
訴
訟
費
用
を
徴
収
し

な
か
っ
た
。
審
判
の
監
督
の
面
で
は
、
上
級
法
院
が
上
訴
事
件
を
審
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
下
級
審
判
機
関
の
審
判
を
監
督
す
る
外
、
再

審
と
覆
核
制
度
を
設
け
て
い
た
。

以
上
が
陳
甘
寧
辺
区
政
権
組
織
の
概
略
で
あ
る
。
こ
こ
に
論
述
し
た
こ
と
は
、
い
わ
ば
陳
甘
寧
辺
区
に
お
い
て
実
現
を
要
求
せ
ら
れ
て

い
た
三
民
主
義
の
、
民
族
主
義
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
民
族
主
義
の
第
↓
は
、
民
族
の
独
立
を
ま
も
る
こ
と
で
あ
り
、
妾
、

の
た
め
に
、
政
治
組
織
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
民
族
主
義
の
実
行
を
は
か
る
た
め
に
、
そ

の
実
質
と
し
て
、
民
生
主
義
・
民
権
主
義
の
具
体
的
施
策
が
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
特
に
、
第
二
期
参
議
会
大
会
以
降
、
民
生
と
民
権

に
つ
い
て
種
々
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
ゆ
ず
り
改
め
て
論
述
し
た
い
。

　
（
註
）
　
一
五
四
頁
の
陳
甘
寧
賂
地
図
は
、
一
九
四
四
年
七
月
陳
甘
寧
辺
区
政
府
弁
公
署
編
印
「
陳
甘
寧
辺
区
第
二
期
参
議
会
重
要
文
献
」
所
収
の
「
陳

　
　
　
甘
寧
辺
区
地
図
」
お
よ
び
一
九
四
四
年
七
月
延
安
新
華
書
店
総
店
出
版
「
八
路
軍
新
四
軍
抗
戦
形
勢
図
」
よ
り
俸
成
さ
れ
た
「
抗
目
戦
争
時
期
解

　
　
　
放
区
形
勢
図
」
（
「
抗
日
戦
争
時
期
解
放
区
概
況
」
企
九
五
三
年
V
所
載
）
よ
り
抄
録
。
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
三
年
一
一
月
二
六
日
）

挾
甘
寧
辺
区
の
政
権
組
織
に
つ
い
て

一
六
九


